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３．計画の基本方針・基本目標 
３-１  本市の公共交通が目指す将来像（基本方針） 

本市における公共交通の課題を解決し、将来的に持続可能な公共交通を維持・確

保するために、基本方針「誰もが幸福を実感できる暮らしを支え、住民とともに考

え･育む公共交通」を掲げ、実現に向けた４つの基本目標を設定する。 

 

本計画の基本方針（目指すべき将来像） 

本計画の基本⽅針（⽬指すべき将来像） 

地域のもりあが安⼼で快適な公共交通 

〜地域協働で取り組み、まちづくりと連携した「コンパクト＋ネットワーク」を実現〜 

 市制移行による新たなまちの将来像、発展の形を見据え、誰もが幸福を

実感できる暮らしを築く上で、移動の視点からまちづくりを支えるとと

もに、連携し施策展開を行い、本計画における将来像の実現を目指す。

 「住民自治日本一」を目指す本市において、住民とともに公共交通のあ

り方を考え、育む仕組みづくりを行い、地域の「足」を地域自らが支え

る体制を構築することで持続可能な公共交通の実現を図る。 

 地域だけでなく観光、商業、学校等の様々な主体が連携・協働し公共交

通における取り組みを展開し、市全体で支える体制を構築する。 

基本方針の実現のための 4 つの基本目標 

基本目標１ 新市の「まちづくり」を支える新たな交通網の形成 

基本目標２ 誰でも・いつでも安心して利用できる交通環境の構築 

基本目標３ 地域に応じた公平・高品質な交通サービスの提供 

基本目標４ 市民協働による持続可能な交通の仕組みづくり 

滝沢市の公共交通を 

取り巻く７つの課題 

課題解決に向けた本計画の方向性 
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３-２  基本目標１の概要  
基本目標１：新市の「まちづくり」を支える新たな交通網の形成 

目標の概要 

 「滝沢村」から「滝沢市」への移行に伴い、まちのあり方及び都市構造が変化する中

で、将来的なまちの姿を見据え、最上位計画である「第 1 次滝沢市総合計画」に基づ

く各種施策・事業等と連携し、まちづくりを支える公共交通ネットワークを形成する。

 住民における盛岡市への高い移動需要を踏まえ、広域的な連携軸を維持・確保すると

ともに、ビッグルーフ滝沢の立地等をはじめとした「まちづくり」や岩手山等の「観

光振興」等と連携し、まちの発展及び交流活性化を下支えする公共交通体系を構築す

る。 

 主要な鉄道駅をはじめ、交通結節点となる拠点において、各交通モードが有機的に結

びつくとともに、滝沢市役所及びビッグルーフ周辺を中心市街地と位置付けた交通体

系づくりを行い、地域の特性に合った「コンパクト+ネットワーク」を実現する。 

目標達成に向けた施策・事業の方向性 

＜広域幹線軸・地域間幹線軸の維持・確保＞ 

 本市と盛岡市を繋ぐ路線を中心とした現行の広域幹線軸・地域間幹線軸の路線につ

いて、維持・確保を図るとともに、定時性・利便性の向上に向けた品質・サービス

水準の向上を図る。 

＜地域内連携を見据えたネットワークの形成＞ 

 市役所周辺を中心市街地として位置づけ、地域内における移動需要に対応し、将来

的なコンパクト＋ネットワークを実現するために、主要な拠点間における連携を強

化するネットワークを形成する。 

＜まちづくり・観光と連携した施策展開＞ 

 本市の更なる発展・交流活性化を支える上で、まちづくりや観光と公共交通が密接

に連携・協働した、施策・事業の展開による相乗的な効果発現を促し、好スパイラ

ルによるまちの発展・活性化への寄与を図る。 

数値目標の設定 

指標１：公共交通が便利で利用しやすいと思っている人の割合 

概要 
公共交通の利便性向上等により、市内のバス・電車は便利で利

用しやすいと思っている人の割合の増加を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
37.5％（H28 現況値：35.1％）※総合計画と同数値 

 

指標２：乗り換え・乗り継ぎに対する満足度 

概要 
公共交通の有機的なネットワークにより、乗り換え・乗り継ぎ

に対する満足度の向上を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
12.0％（H28 現況値：9.7％） 
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３-３  基本目標２の概要  
基本目標２：誰でも・いつでも安心して利用できる交通環境の構築 

目標の概要 

 公共交通の利便性向上及び更なる利用の促進に向けて、住民だけではなく本市を訪れ

る来訪者等の、市内外の誰もが迷わずに公共交通を利用することができ、安心して快

適に移動できる環境を構築する。 

 公共交通に関する案内・情報等の充実により、利用者における利便性向上を図るとと

もに市民等に対する運行情報等の周知・ＰＲを行うことで、より「身近」な公共交通

の実現を図る。 

 交通結節点における拠点機能の向上や待合い環境の改善等により、安心して快適に利

用することが出来る交通環境を構築する。 

目標達成に向けた施策・事業の方向性 

＜公共交通における情報発信等の充実＞ 

 本市の公共交通全体の一体的な情報発信を行うとともに、転入者（一般・学生等）

に対する情報提供及びインターネットやＳＮＳ等を活用した情報発信等の実施に

よる、周知・ＰＲの強化を図る。 

＜交通拠点等における交通環境の改善＞ 

 市内外の利用者の窓口となる交通結節点や主要拠点等における、公共交通のわかり

やすい案内・標識等の整備やバス情報発信システムの導入等による待合い環境の整

備による、交通環境の改善を図る。 

＜バス停環境の改善＞ 

 利用が多いバス停を中心とした上屋・ベンチ等の設置や沿道の施設や建物を活用し

た待合い環境の整備等による、バス停環境の改善を図る。 

数値目標の設定 

指標１：案内等の情報発信方法に対する満足度 

概要 
公共交通の案内・情報発信の充実により、市民における満足度

の向上を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
20.0％（H28 現況値：16.2％） 

 

指標２：停留所・待合所の快適性に対する満足度 

概要 
効率的な運行体系の構築により、公共交通を利用しやすい環境

を整備し、利用者数の増加を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
20.0％（H28 現況値：14.5％） 
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３-４  基本目標３の概要  
基本目標３：地域に応じた公平・高品質な交通サービスの提供 

目標の概要 

 新たな転入者や高齢化の進展及び免許返納者の増加など、本市における人口構造及び

住民ニーズは大きく変化することが想定され、それらの変化に対応した交通サービス

の展開により市民の最低限の「お出かけ」機会を提供する。 

 人口集積が進む市内東部（盛岡市に接する全地域）と人口減少・少子高齢化が顕著な

市内西部（中山間部）等の地域により特性・実態が異なるため、それぞれの需要の総

量・性質に合った公共交通体系を構築する。 

 複数の交通モードが混在する本市において、利用者の利便性を確保するとともに、質

の高いサービス提供による満足度向上に向けて、運賃システム（支払方法、運賃体系

等）の改善に向けた事業者協議・調整を進める。 

目標達成に向けた施策・事業の方向性 

＜地域特性に応じた交通サービスの提供＞ 

 市内の地域によって異なる需要総量・性質を踏まえ、地域に適した効果的な交通サ

ービスの展開を図るとともに、その場合においては既存の交通資源を活用した効率

的な運行体系の構築を図る。 

＜交通弱者の外出支援＞ 

 高齢者や免許返納者層等に加え、子育て世代（妊婦・未就学時の親等）等の自由な

移動が制限される交通弱者に対して、外出機会の創出に向けた支援等を行い、本市

で安心して暮らし続けられる生活環境の確保を図る。 

＜運賃システムの改善＞ 

 異なる事業者間で利用できる共通回数券や、お得・便利な企画乗車券等のサービス

企画により、利用者における利便性向上を図るとともに、更なる公共交通の利用促

進を図る。 

数値目標の設定 

指標１：市民における公共交通の利用割合 

概要 
地域に適した交通サービスの展開により、市民における公共交

通の利用割合の増加を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
30.0％（H28 現況値：28.3％） 

 

指標２：外出時の公共交通の利用割合 

概要 
誰もが気軽に外出できる公共交通の環境を構築することで、外

出時の公共交通の利用割合の増加を目指す 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
23.0％（H28 現況値：20.3％） 
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３-５  基本目標４の概要  
基本目標４：市民協働による持続可能な交通の仕組みづくり 

目標の概要 

 行政・交通事業者だけではなく、地域・住民と協働・連携し、市全体で公共交通につ

いて考え、育む体制づくりを行うことで、住民自治日本一に向けた取り組みの一つを

担うとともに、将来的に持続可能な公共交通体制を構築する。 

 市民の公共交通に対する意識を醸成するために、公共交通に触れ・目を向ける機会を

創出し、公共交通に対する市民の関心を高める取り組みを行う。 

 本市に関連する商業、観光等の主体と公共交通が協働・連携し、利用者に魅力的なサ

ービスの展開による新たな利用者層の取り込みや利用促進を図るとともに、大学・高

校等との連携による公共交通のあり方検討、施策の展開を行い、市全体で公共交通を

下支えする仕組みづくりを行う。 

目標達成に向けた施策・事業の方向性 

＜公共交通に対する住民意識の醸成＞ 

 公共交通について住民が考える「場」として、地域懇談会や意見交換会、シンポジ

ウム等を開催し、地域における移動の実態・ニーズを把握するとともに、公共交通

に対する意識の醸成を図る。 

＜地域主体の公共交通維持に向けた活動支援＞ 

 地域主体で公共交通を支える仕組みづくりに向け、地域が主体的に公共交通に関す

る取り組みの実施に向けた検討会等の開催や、協議会・委員会等の立ち上げによる

実行体制の構築を図る。 

＜多様な主体と連携した取り組みの展開＞ 

 観光や商業と連携した公共交通のパッケージサービスの展開や、学校と連携した利

用促進策の企画・検討・実行等による施策展開を図る。 

数値目標の設定 

指標１：各主体と連携した交通サービスの実施件数 

概要 
各主体と連携した交通サービスの実施件数を指標・数値目標に

設定し、当施策・事業の確実な実施を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
３件（H28 現況値：０件） 

 

指標２：地域主体の公共交通維持に向けた取り組み件数 

概要 
地域主体の公共交通維持に向けた取り組み件数を指標・数値目

標に設定し、当施策・事業の確実な実施を目指す。 

数 値 目 標 

（ H 3 3 ） 
３件（H28 現況値：０件） 
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３-６  施策・事業の方向性 
基本方針の実現及び基本目標の達成に向けた、施策・事業の方向性を整理した。 

 
■広域幹線軸・地域間幹線軸の 

維持・確保 

■地域内連携を見据えたネット 

ワークの形成 

■まちづくり・観光と連携した施策

展開 

○目標達成を測る指標・数値目標 

区分 内容 

指標１ 

指標２ 

■公共交通における情報発信等の 
充実 

■交通拠点等における交通環境の 
改善 

■バス停環境の改善 ○目標達成を測る指標・数値目標 
区分 内容 

指標１ 

指標２ 

■地域特性に応じた交通サービス 

の提供 

■交通弱者の外出支援 

■運賃システムの改善 
地域に応じた公平・高品質な交通サービスの提供

○目標達成を測る指標・数値目標 
区分 内容 

指標１ 

指標２ 外出時の公共交通の利用割合 

■公共交通に対する住民意識の醸成

■地域主体の公共交通維持に向けた

活動支援 

■多様な主体と連携した取り組みの

展開 

市民協働による持続可能な交通の仕組みづくり 

○目標達成を測る指標・数値目標 
区分 内容 

指標１ 

指標２ 
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３-７  公共交通ネットワークの将来イメージ 
(1)  基本的な考え 

本市の公共交通の目指すべき将来像の実現に向けた、各種施策・事業の展開に伴

い地域公共交通ネットワークにおいては再構築が必要となる。 

下記に示す 4 つの考え方を踏まえ、将来的に形成する公共交通ネットワークを検

討する。本市の公共交通ネットワークの将来イメージについては次頁に示す。 

表 ３ -１  将来イメージを検討する上での基本的な考え方 

１．広域連携都市圏の一部を担う市として盛岡市との連携を確保 

 市内と盛岡市を繋ぐ鉄道・路線バスを幹線軸として維持・確保 

 他の広域連携都市を形成する市町村と本市を繋ぐ路線も同様に維持・確保 

２．移動需要の高い拠点を主要拠点として設定し機能を強化 

 市役所周辺、ふるさと交流館周辺、巣子駅周辺を拠点として設定し機能強化

 大学付近には盛岡市及び鉄道駅からのアクセス性を維持・確保 

３．中山間地からは各主要拠点まで繋ぐ交通手段を確保 

 日常生活において最低限の外出機会を確保するため、主要拠点までの交通手

段を確保 

４．中心市街地の活性化及びまちづくりとの整合に向け拠点間の連携を強化 

 主要拠点間のネットワークを形成し、市内における連携の強化及び活性化に

寄与 

 
図 ３ -１  基本的な考え方（イメージ図） 
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(2)  滝沢市の公共交通ネットワークの将来イメージ 
 

図 ３ -２  公共交通ネットワークの将来イメージ  

本計画の計画期間 

平成 29 年度～平成 33 年度 


	01【本編】表紙-目次-第1章_06
	02【本編】第2章_課題_前半_09
	03【本編】第2章_課題_後半_05
	１． 計画の概要
	２． 公共交通を取り巻く課題
	２-１  　公共交通の現状と課題
	２-２  　市全体の課題
	２-３  　課題解決に向けた交通ネットワークの方向性


	04【本編】第3章_基本方針_08
	05【本編】第4章_施策_12_no.1
	１． 計画の概要
	１-１  　計画の趣旨
	１-２  　計画の目的
	１-３  　計画の位置づけ
	１-４  　計画の対象範囲
	１-５  　計画の区域
	１-６  　計画の期間と進め方

	２． 公共交通を取り巻く課題
	２-１  　公共交通における現状と課題

	３． 公共交通を取り巻く課題
	３-１  　公共交通における現状と課題

	４． 施策・プロジェクト
	４-１  　施策・プロジェクト体系
	４-２  　公共交通の利便性向上プロジェクト
	４-３  　公共交通の認知度向上プロジェクト
	４-４  　公共交通の環境改善プロジェクト
	４-５  　多様な主体と連携・協働プロジェクト

	５． 施策・プロジェクトの推進体制
	５-１  　関係する主体と基本的な役割
	５-２  　本計画の推進・管理体制
	５-３  　実施計画の検討・策定
	５-４  　施策の推進方法


	06【本編】第4章_施策_14_no.2
	07【本編】第5章_推進体制_03
	１． 計画の概要
	１-１  　計画の趣旨
	１-２  　計画の目的
	１-３  　計画の位置づけ
	１-４  　計画の対象範囲
	１-５  　計画の区域
	１-６  　計画の期間と進め方

	２． 公共交通を取り巻く課題
	２-１  　公共交通における現状と課題

	３． 公共交通を取り巻く課題
	３-１  　公共交通における現状と課題

	４． 施策・プロジェクト
	４-１  　施策・プロジェクト体系

	５． 施策・プロジェクトの推進体制
	５-１  　関係する主体と基本的な役割
	５-２  　本計画の推進・管理体制
	５-３  　実施計画の検討・策定
	５-４  　施策の推進方法


	08【参考】参考資料_05
	１． 計画の概要
	１-１  　計画の趣旨

	２． 公共交通を取り巻く課題
	３． 計画の基本方針・基本目標
	４． 施策・プロジェクト
	５． 施策・プロジェクトの推進体制
	６． 参考資料
	６-１  　上位計画・関連計画
	(1)  第1次滝沢市総合計画 （平成27年）
	(2)  滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 (平成27年10月)
	(3)  滝沢市都市計画マスタープラン （平成27年3月）
	(4)  滝沢村観光物産振興ビジョン （平成22年2月）
	(5)  滝沢市地域福祉計画 (平成28年3月)
	(6)  第1次滝沢市スポーツ推進計画 (平成28年3月)
	(7)  みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン (平成28年3月)

	６-２  地域現況の整理
	(1)  滝沢市の概況
	(2)  歴史・文化財
	(3)  地形・気候
	(4)  人口・世帯
	① 人口・世帯数の推移
	② 世代別人口の推移
	③ 高齢化率
	④ 地域別人口の推移
	⑤ 将来人口
	⑥ 人口動態の推移

	(5)  観光客入り込み状況
	(6)  近隣市町村との移動実態（通勤・通学流動）

	６-３  滝沢市の移動特性
	(1)  市内の道路・交通環境
	(2)  地域公共交通の実態
	① JR田沢湖線
	② IGRいわて銀河鉄道線
	③ 民営バス
	④ 福祉バス（市営バス）
	⑤ タクシー事業者
	⑥ 患者輸送バス及び一般医療機関の送迎サービス


	６-４  市内の施設分布状況


	空白ページ



